
串本津荷観測井

東南海・南海地震予測のための地下水等観測施設
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観測施設の目的

観測施設周辺の地質構造
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産業技術総合研究所ではこれまで、地下水観測による東海地震の予知研究を30年余り継続

し、成果を挙げてきました。この成果を南海・東南海地震の予測に生かすために、2006年

度から紀伊半島～四国周辺に地下水等総合観測網の整備を開始しました。串本観測井はそ

の一つです。なお、この施設は観測研究用であり、防災警報用ではありません。
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新規観測井の概念図
（１観測点につき 3本の井戸を掘削）
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産業技術総合研究所の地下水等総合観測点

整備済

平成18-20年度整備

前兆的断層すべりと
酷似した現象の頻発地域
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観測井の構造

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

600

550

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

200

0

5

10

15

25

20

30

35

40

45

掘削深度

G.L. G.L.
ケーシング設置深度

13.0m 12.8m

信号ケーブル

埋設セメント

ストレーナ
509.2～520.2m

地殻活動総合観測装置 *

580.0m

塩ビ管
482.6m

580.0m

594.5m

ストレーナ
132.9～143.9m

孔１
掘削深度 ケーシング設置深度

13.0m 13.0m

信号ケーブル

地震計
198.5m
200.9m

塩ビ管
103.0m

202.0m

地震計
39.8m

孔２

G.L.
掘削深度 ケーシング設置深度

20.0m 20.0m

信号ケーブル

塩ビ管
11.6m

43.0m 42.2m

孔３

ストレーナ
20.4～30.6m

熊野層群敷屋累層の泥岩
孔１深度 30-35mボーリングコア
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孔１深度 560-565mボーリングコア

断層破砕帯
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*傾斜計・地震計および（地面の
伸縮を測定する）歪計が入っている。



観測施設設置工事中の様子

交通アクセス

問い合わせ先
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　串本津荷観測施設は串本町津荷地区にあります。

設置工事にあたっては、串本町役場及び津荷地区の方々および和歌山県庁の皆様から多大なるご

協力とご理解をいただきました。関係各位に厚く御礼申し上げます。

産業技術総合研究所　地質調査総合センター

地震地下水研究グループ

電話 : 029-861-3656　ファックス : 029-855-1298 メール :tectono-h1@m.aist.go.jp

データ公開ホームページ http://www.gsj.jp/wellweb.html 

南紀白浜空港より車で約 2時間
JR 紀勢本線串本駅から車で約 15 分

JR 紀勢本線古座駅から車で約 10 分

工事現場の全景 ボーリングマシン 地殻活動総合観測装置の設置作業

国土地理院 1:25,000 地形図「古座」に加筆国土地理院 1:500,000 地方図「中部近畿」に加筆
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